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(57)【要約】
　本発明は、横縦比が１：２乃至１：１の間にある異な
る色の複数のサブ画素を有する複数の画素ユニットを含
む画素アレイの駆動方法を提供する。前記駆動方法は、
表示される画像を複数の色分量を有する複数の理論的な
画素ユニットに区画するステップと、区画された各理論
的な画素ユニットの色分量に基づき、各画素ユニットの
各サブ画素の輝度値を算出するステップとを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　横縦比が１：２乃至１：１の間にある異なる色の複数のサブ画素を有する複数の画素ユ
ニットを含む画素アレイの駆動方法であって、
　表示される画像を複数の色分量を有する複数の理論的な画素ユニットに区画するステッ
プと、
　　各サブ画素に、該サブ画素の中心を中心とし、該サブ画素と同行又は同列であり且つ
同じ色を有する隣接的なサブ画素の中心と該サブ画素の中心とのラインの中間点を夫々４
つの頂点とするひし形サンプリング領域を区画するサブステップと、
　　各理論的な画素ユニットと該サブ画素のひし形サンプリング領域との重なり面積と、
該ひし形サンプリング領域の面積との比を、該サブ画素のひし形サンプリング領域に対す
る該理論的な画素ユニットの面積割合として算出するサブステップと、
　　該サブ画素のひし形サンプリング領域に対する各理論的な画素ユニットの面積割合に
、該サブ画素と同じ色の該理論的な画素ユニットの色分量を掛けて得られる各積の和を該
サブ画素の輝度値とするサブステップとを有する、
　区画された各理論的な画素ユニットの色分量に基づき、各画素ユニットの各サブ画素の
輝度値を算出するステップとを含む、画素アレイの駆動方法。
【請求項２】
　前記画素ユニットは横縦比が２：３であり異なる色を有する３つのサブ画素を含む、請
求項１に記載の画素アレイの駆動方法。
【請求項３】
　前記画素アレイは、同一の列に位置し、次の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と上
の行の画素ユニットのサブ画素の下境界の中間点が合わせられ、又は上の行の画素ユニッ
トのサブ画素の左境界と次の行の画素ユニットのサブ画素の上境界の中間点が合わせられ
るような２つの隣接する画素ユニットを有する複数の画素グループを含む、請求項２に記
載の画素アレイの駆動方法。
【請求項４】
　前記画素グループは以下の、
　上の行の画素ユニットのサブ画素が赤色サブ画素、青色サブ画素及び緑色サブ画素であ
り、次の行の画素ユニットのサブ画素が緑色サブ画素、赤色サブ画素及び青色サブ画素で
あり、且つ次の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と上の行の画素ユニットのサブ画素
の下境界の中間点が合わせられ、
　上の行の画素ユニットのサブ画素が青色サブ画素、赤色サブ画素及び緑色サブ画素であ
り、次の行の画素ユニットのサブ画素が緑色サブ画素、青色サブ画素及び赤色サブ画素で
あり、且つ次の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と上の行の画素ユニットのサブ画素
の下境界の中間点が合わせられ、
　上の行の画素ユニットのサブ画素が青色サブ画素、緑色サブ画素及び赤色サブ画素であ
り、次の行の画素ユニットのサブ画素が赤色サブ画素、青色サブ画素及び緑色サブ画素で
あり、且つ次の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と上の行の画素ユニットのサブ画素
の下境界の中間点が合わせられ、
　上の行の画素ユニットのサブ画素が緑色サブ画素、青色サブ画素及び赤色サブ画素であ
り、次の行の画素ユニットのサブ画素が赤色サブ画素、緑色サブ画素及び青色サブ画素で
あり、且つ次の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と上の行の画素ユニットのサブ画素
の下境界の中間点が合わせられ、
　上の行の画素ユニットのサブ画素が緑色サブ画素、赤色サブ画素及び青色サブ画素であ
り、次の行の画素ユニットのサブ画素が青色サブ画素、緑色サブ画素及び赤色サブ画素で
あり、且つ次の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と上の行の画素ユニットのサブ画素
の下境界の中間点が合わせられ、
　上の行の画素ユニットのサブ画素が赤色サブ画素、緑色サブ画素及び青色サブ画素であ
り、次の行の画素ユニットのサブ画素が青色サブ画素、赤色サブ画素及び緑色サブ画素で
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あり、且つ次の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と上の行の画素ユニットのサブ画素
の下境界の中間点が合わせられ、
　上の行の画素ユニットのサブ画素が緑色サブ画素、赤色サブ画素及び青色サブ画素であ
り、次の行の画素ユニットのサブ画素が赤色サブ画素、青色サブ画素及び緑色サブ画素で
あり、且つ上の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と次の行の画素ユニットのサブ画素
の上境界の中間点が合わせられ、
　上の行の画素ユニットのサブ画素が緑色サブ画素、青色サブ画素及び赤色サブ画素であ
り、次の行の画素ユニットのサブ画素が青色サブ画素、赤色サブ画素及び緑色サブ画素で
あり、且つ上の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と次の行の画素ユニットのサブ画素
の上境界の中間点が合わせられ、
　上の行の画素ユニットのサブ画素が赤色サブ画素、青色サブ画素及び緑色サブ画素であ
り、次の行の画素ユニットのサブ画素が青色サブ画素、緑色サブ画素及び赤色サブ画素で
あり、且つ上の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と次の行の画素ユニットのサブ画素
の上境界の中間点が合わせられ、
　上の行の画素ユニットのサブ画素が赤色サブ画素、緑色サブ画素及び青色サブ画素であ
り、次の行の画素ユニットのサブ画素が緑色サブ画素、青色サブ画素及び赤色サブ画素で
あり、且つ上の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と次の行の画素ユニットのサブ画素
の上境界の中間点が合わせられ、
　上の行の画素ユニットのサブ画素が青色サブ画素、緑色サブ画素及び赤色サブ画素であ
り、次の行の画素ユニットのサブ画素が緑色サブ画素、赤色サブ画素及び青色サブ画素で
あり、且つ上の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と次の行の画素ユニットのサブ画素
の上境界の中間点が合わせられ、
　上の行の画素ユニットのサブ画素が青色サブ画素、赤色サブ画素及び緑色サブ画素であ
り、次の行の画素ユニットのサブ画素が赤色サブ画素、緑色サブ画素及び青色サブ画素で
あり、且つ上の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と次の行の画素ユニットのサブ画素
の上境界の中間点が合わせられるような、各種配列方式における一種又は多種の方式によ
り配列される、請求項３に記載の画素アレイの駆動方法。
【請求項５】
　各サブ画素の横縦比が１：２である、請求項１に記載の画素アレイの駆動方法。
【請求項６】
　各サブ画素の横縦比が１：１である、請求項１に記載の画素アレイの駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示技術分野に属し、具体的には画素アレイの駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在の表示パネルでは、よく見られる画素設計は、３つのサブ画素（例えば、図１に示
されたように、赤色サブ画素、緑色サブ画素及び青色サブ画素）又は４つのサブ画素（例
えば、赤色サブ画素、緑色サブ画素、青色サブ画素及び白色サブ画素）により１つの画素
ユニットを構成することによって表示を行う。物理解像度は即ち視覚解像度である。
【０００３】
　仮に、表示パネルのインチ当たりの画素（ｐｉｘｅｌ　ｐｅｒ　ｉｎｃｈ，ＰＰＩ）が
比較的低いと、表示画面を見る時に、ユーザは明確に粒状感を感じる（即ち、表示される
画像のエッジはスムーズではなく、鋸歯状を呈する）。表示画面の視聴体験に対するユー
ザの要求の増加に伴って、表示画面のＰＰＩの増加が要される。表示画面のＰＰＩの増加
は表示パネルを製造するプロセスの難しさの増加をもたらす。
【０００４】
　製造プロセスの難しさを増やさない（即ち、ＰＰＩを増やさない）状況において、如何
にして表示画面の粒状感を低減することにより、同一の寸法でより高い解像度を有する表
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示パネルの表示効果に達するかは、本分野のいますぐに解決しなければならない課題とな
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の解決しようとする技術課題は以下を含む。即ち、従来の画素アレイに存在する
課題に対して、駆動方法を提供し、この駆動方法を用いて画素アレイを駆動することによ
り表示パネルの粒状感を低減でき、同一の寸法でより高い解像度を有する表示パネルの表
示効果を達成する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に基づき、横縦比が１：２乃至１：１の間にある異なる色の複数のサブ画素を有
する複数の画素ユニットを含む画素アレイの駆動方法が提供される。前記駆動方法は、表
示される画像を複数の色分量を有する複数の理論的な画素ユニットに区画するステップと
、区画された各理論的な画素ユニットの色分量に基づき、各画素ユニットの各サブ画素の
輝度値を算出するステップとを含む。各サブ画素の輝度値を算出するステップは、各サブ
画素に、該サブ画素の中心を中心とし、該サブ画素と同行又は同列であり且つ同じ色を有
する隣接的なサブ画素の中心と該サブ画素の中心とのラインの中間点を夫々４つの頂点と
するひし形サンプリング領域を区画するサブステップと、各理論的な画素ユニットと該サ
ブ画素のひし形サンプリング領域との重なり面積と、該ひし形サンプリング領域の面積と
の比を、該サブ画素のひし形サンプリング領域に対する該理論的な画素ユニットの面積割
合として算出するサブステップと、該サブ画素のひし形サンプリング領域に対する各理論
的な画素ユニットの面積割合に、該サブ画素と同じ色の該理論的な画素ユニットの色分量
を掛けて得られる各積の和を該サブ画素の輝度値とするサブステップとを含む。
【０００７】
　本発明の実施例に基づき、前記画素ユニットは横縦比が２：３であり異なる色を有する
３つのサブ画素を含んでもよい。
【０００８】
　本発明の実施例に基づき、前記画素アレイは、同一の列に位置し、次の行の画素ユニッ
トのサブ画素の左境界と上の行の画素ユニットのサブ画素の下境界の中間点が合わせられ
、又は上の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と次の行の画素ユニットのサブ画素の上
境界の中間点が合わせられるような２つの隣接する画素ユニットを有する複数の画素グル
ープを含む。
【０００９】
　本発明の実施例に基づき、前記画素グループは以下の各種配列方式における一種又は多
種の方式により配列される。即ち、（１）上の行の画素ユニットのサブ画素は赤色サブ画
素、青色サブ画素及び緑色サブ画素であり、次の行の画素ユニットのサブ画素は緑色サブ
画素、赤色サブ画素及び青色サブ画素であり、且つ次の行の画素ユニットのサブ画素の左
境界と上の行の画素ユニットのサブ画素の下境界の中間点は合わせられる。（２）上の行
の画素ユニットのサブ画素は青色サブ画素、赤色サブ画素及び緑色サブ画素であり、次の
行の画素ユニットのサブ画素は緑色サブ画素、青色サブ画素及び赤色サブ画素であり、且
つ次の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と上の行の画素ユニットのサブ画素の下境界
の中間点は合わせられる。（３）上の行の画素ユニットのサブ画素は青色サブ画素、緑色
サブ画素及び赤色サブ画素であり、次の行の画素ユニットのサブ画素は赤色サブ画素、青
色サブ画素及び緑色サブ画素であり、且つ次の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と上
の行の画素ユニットのサブ画素の下境界の中間点は合わせられる。（４）上の行の画素ユ
ニットのサブ画素は緑色サブ画素、青色サブ画素及び赤色サブ画素であり、次の行の画素
ユニットのサブ画素は赤色サブ画素、緑色サブ画素及び青色サブ画素であり、且つ次の行
の画素ユニットのサブ画素の左境界と上の行の画素ユニットのサブ画素の下境界の中間点
は合わせられる。（５）上の行の画素ユニットのサブ画素は緑色サブ画素、赤色サブ画素
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及び青色サブ画素であり、次の行の画素ユニットのサブ画素は青色サブ画素、緑色サブ画
素及び赤色サブ画素であり、且つ次の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と上の行の画
素ユニットのサブ画素の下境界の中間点は合わせられる。（６）上の行の画素ユニットの
サブ画素は赤色サブ画素、緑色サブ画素及び青色サブ画素であり、次の行の画素ユニット
のサブ画素は青色サブ画素、赤色サブ画素及び緑色サブ画素であり、且つ次の行の画素ユ
ニットのサブ画素の左境界と上の行の画素ユニットのサブ画素の下境界の中間点は合わせ
られる。（７）上の行の画素ユニットのサブ画素は緑色サブ画素、赤色サブ画素及び青色
サブ画素であり、次の行の画素ユニットのサブ画素は赤色サブ画素、青色サブ画素及び緑
色サブ画素であり、且つ上の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と次の行の画素ユニッ
トのサブ画素の上境界の中間点は合わせられる。（８）上の行の画素ユニットのサブ画素
は緑色サブ画素、青色サブ画素及び赤色サブ画素であり、次の行の画素ユニットのサブ画
素は青色サブ画素、赤色サブ画素及び緑色サブ画素であり、且つ上の行の画素ユニットの
サブ画素の左境界と次の行の画素ユニットのサブ画素の上境界の中間点は合わせられる。
（９）上の行の画素ユニットのサブ画素は赤色サブ画素、青色サブ画素及び緑色サブ画素
であり、次の行の画素ユニットのサブ画素は青色サブ画素、緑色サブ画素及び赤色サブ画
素であり、且つ上の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と次の行の画素ユニットのサブ
画素の上境界の中間点は合わせられる。（１０）上の行の画素ユニットのサブ画素は赤色
サブ画素、緑色サブ画素及び青色サブ画素であり、次の行の画素ユニットのサブ画素は緑
色サブ画素、青色サブ画素及び赤色サブ画素であり、且つ上の行の画素ユニットのサブ画
素の左境界と次の行の画素ユニットのサブ画素の上境界の中間点は合わせられる。（１１
）上の行の画素ユニットのサブ画素は青色サブ画素、緑色サブ画素及び赤色サブ画素であ
り、次の行の画素ユニットのサブ画素は緑色サブ画素、赤色サブ画素及び青色サブ画素で
あり、且つ上の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と次の行の画素ユニットのサブ画素
の上境界の中間点は合わせられる。（１２）上の行の画素ユニットのサブ画素は青色サブ
画素、赤色サブ画素及び緑色サブ画素であり、次の行の画素ユニットのサブ画素は赤色サ
ブ画素、緑色サブ画素及び青色サブ画素であり、且つ上の行の画素ユニットのサブ画素の
左境界と次の行の画素ユニットのサブ画素の上境界の中間点は合わせられる。
【００１０】
　本発明の実施例に基づき、各サブ画素の横縦比は１：２であってもよい。
【００１１】
　本発明の実施例に基づき、各サブ画素の横縦比は１：１であってもよい。
【００１２】
　添付図は本発明に対する更なる理解を提供し、且つ明細書の一部分を構成し、下記の具
体的な実施形態と共に本発明を解釈するが、本発明に対する制限を構成しない。その中に
、
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】従来の画素アレイの概略図であると同時に、理論的な画素ユニットの区画方式を
示す。
【図２】図２ａ乃至図２ｄは本発明の実施例に基づいた画素アレイにおける画素ユニット
の概略図である。
【図３】図３ａ乃至図３ｃは本発明のもう一つの実施例に基づいた画素アレイにおける画
素ユニットの概略図である。
【図４】図４ａ乃至図４ｆは本発明の他の実施例に基づいた画素アレイにおける画素ユニ
ットの概略図である。
【図５】本発明の実施例に基づいた画素アレイにおける画素グループの概略図である。
【図６】本発明の実施例に基づいた駆動方法を説明するための概略図である。
【図７】図６における理論的な画素ユニットとサブ画素のひし形サンプリング領域との重
なり面積と、該ひし形サンプリング領域の面積との比のマトリックスを示す。
【発明を実施するための形態】
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【００１４】
　当業者がより良く本発明の技術案を理解できるように、以下に、添付図と具体的な実施
形態を組み合わせて、本発明を更に詳しく説明する。
【００１５】
　図１に示された従来の画素アレイにおいて、各サブ画素の横縦比は１：３である。従来
技術と比べて、本発明に提供された画素アレイにおけるサブ画素は、比較的大きな幅を有
するので、便利に加工され製造される。また、従来技術と比べて、本発明に提供された画
素アレイにおいて、横方向のサブ画素の数が減少することにより、画素アレイに要される
データラインの数が減少し、画素アレイの製造プロセスが更に簡潔化される。
【００１６】
　本発明に提供された駆動方法を用いて画素アレイを駆動するとき、画素アレイを含む表
示パネルの粒状感を低減でき、同一の寸法でより高い解像度を有する表示パネルの表示効
果を達成する。当業者が容易に理解できるように、各画素ユニットにおける異なる色の３
つのサブ画素は、例えば、赤色サブ画素Ｒ、緑色サブ画素Ｇ及び青色サブ画素Ｂであって
もよい。本発明において、各画素ユニットにおける色及び各異なる色のサブ画素の配列順
序に対する限定は存在しない。
【００１７】
　本発明の一つの実施例に基づき、図２ａ乃至図２ｄに示されたように、画素アレイにお
ける各画素ユニットは横縦比が２：３である異なる色の３つのサブ画素を含む。また、画
素アレイは、同一の列に位置している２つの隣接する画素ユニットを有する複数の画素グ
ループを含んでもよい。次の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と上の行の画素ユニッ
トのサブ画素の下境界の中間点が合わせられてもよい。又は上の行の画素ユニットのサブ
画素の左境界と次の行の画素ユニットのサブ画素の上境界の中間点が合わせられてもよい
。画素グループの各種配列方式は図５に示されている。
【００１８】
　図５に示されたように、画素グループは以下の各種配列方式における一種又は多種の方
式により配列されてもよい。即ち、（１）上の行の画素ユニットのサブ画素は赤色サブ画
素、青色サブ画素及び緑色サブ画素であり、次の行の画素ユニットのサブ画素は緑色サブ
画素、赤色サブ画素及び青色サブ画素であり、且つ次の行の画素ユニットのサブ画素の左
境界と上の行の画素ユニットのサブ画素の下境界の中間点は合わせられる。（２）上の行
の画素ユニットのサブ画素は青色サブ画素、赤色サブ画素及び緑色サブ画素であり、次の
行の画素ユニットのサブ画素は緑色サブ画素、青色サブ画素及び赤色サブ画素であり、且
つ次の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と上の行の画素ユニットのサブ画素の下境界
の中間点は合わせられる。（３）上の行の画素ユニットのサブ画素は青色サブ画素、緑色
サブ画素及び赤色サブ画素であり、次の行の画素ユニットのサブ画素は赤色サブ画素、青
色サブ画素及び緑色サブ画素であり、且つ次の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と上
の行の画素ユニットのサブ画素の下境界の中間点は合わせられる。（４）上の行の画素ユ
ニットのサブ画素は緑色サブ画素、青色サブ画素及び赤色サブ画素であり、次の行の画素
ユニットのサブ画素は赤色サブ画素、緑色サブ画素及び青色サブ画素であり、且つ次の行
の画素ユニットのサブ画素の左境界と上の行の画素ユニットのサブ画素の下境界の中間点
は合わせられる。（５）上の行の画素ユニットのサブ画素は緑色サブ画素、赤色サブ画素
及び青色サブ画素であり、次の行の画素ユニットのサブ画素は青色サブ画素、緑色サブ画
素及び赤色サブ画素であり、且つ次の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と上の行の画
素ユニットのサブ画素の下境界の中間点は合わせられる。（６）上の行の画素ユニットの
サブ画素は赤色サブ画素、緑色サブ画素及び青色サブ画素であり、次の行の画素ユニット
のサブ画素は青色サブ画素、赤色サブ画素及び緑色サブ画素であり、且つ次の行の画素ユ
ニットのサブ画素の左境界と上の行の画素ユニットのサブ画素の下境界の中間点は合わせ
られる。（７）上の行の画素ユニットのサブ画素は緑色サブ画素、赤色サブ画素及び青色
サブ画素であり、次の行の画素ユニットのサブ画素は赤色サブ画素、青色サブ画素及び緑
色サブ画素であり、且つ上の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と次の行の画素ユニッ
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トのサブ画素の上境界の中間点は合わせられる。（８）上の行の画素ユニットのサブ画素
は緑色サブ画素、青色サブ画素及び赤色サブ画素であり、次の行の画素ユニットのサブ画
素は青色サブ画素、赤色サブ画素及び緑色サブ画素であり、且つ上の行の画素ユニットの
サブ画素の左境界と次の行の画素ユニットのサブ画素の上境界の中間点は合わせられる。
（９）上の行の画素ユニットのサブ画素は赤色サブ画素、青色サブ画素及び緑色サブ画素
であり、次の行の画素ユニットのサブ画素は青色サブ画素、緑色サブ画素及び赤色サブ画
素であり、且つ上の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と次の行の画素ユニットのサブ
画素の上境界の中間点は合わせられる。（１０）上の行の画素ユニットのサブ画素は赤色
サブ画素、緑色サブ画素及び青色サブ画素であり、次の行の画素ユニットのサブ画素は緑
色サブ画素、青色サブ画素及び赤色サブ画素であり、且つ上の行の画素ユニットのサブ画
素の左境界と次の行の画素ユニットのサブ画素の上境界の中間点は合わせられる。（１１
）上の行の画素ユニットのサブ画素は青色サブ画素、緑色サブ画素及び赤色サブ画素であ
り、次の行の画素ユニットのサブ画素は緑色サブ画素、赤色サブ画素及び青色サブ画素で
あり、且つ上の行の画素ユニットのサブ画素の左境界と次の行の画素ユニットのサブ画素
の上境界の中間点は合わせられる。（１２）上の行の画素ユニットのサブ画素は青色サブ
画素、赤色サブ画素及び緑色サブ画素であり、次の行の画素ユニットのサブ画素は赤色サ
ブ画素、緑色サブ画素及び青色サブ画素であり、且つ上の行の画素ユニットのサブ画素の
左境界と次の行の画素ユニットのサブ画素の上境界の中間点は合わせられる。
【００１９】
　以下に、図６及び図７を参照して、本発明の実施例に基づいた駆動方法を具体的に説明
し、特に、各サブ画素の輝度値を算出する方法を具体的に説明する。
【００２０】
　図６に示された例において、各サブ画素の横縦比は２：３であることに対して、区画さ
れた各理論的な画素ユニットの横縦比は１：１である。各理論的な画素ユニットは横方向
で１．５個のサブ画素を覆うことに対し、横方向に隣接する２つごとの理論的な画素ユニ
ットは３個のサブ画素、即ち１個の画素ユニットを覆う。これにより、本発明に基づいた
駆動方法を用いて画素アレイを駆動するとき、横方向における解像度を二倍に高めるとい
う表示効果は達成される。
【００２１】
　図６に示されたように、隣接する二行の間に、サブ画素の境界はアラインされる。しか
しながら、本発明はこれに限らず、例えば図５に示された各種の配列方式に基づきサブ画
素を配置してもよい。
【００２２】
　また、図６の例において、各赤色サブ画素がチェッカーボードの形式で強調的に示され
たことに対して、図の混乱を避けるために、横方向における２つの隣接する赤色サブ画素
の間に、青色及び緑色サブ画素が空白の方式で示された。
【００２３】
　先ず、所望の解像度に基づき、表示される画像を、表示される画像の対応的な領域にお
ける複数の色分量を含む複数の理論的な画素ユニットに区画する。言い換えれば、所望の
解像度に基づき、表示される画像により、各理論的な画素ユニットにおける各異なる色成
分の輝度値を算出する（例えば、赤色成分の輝度値、緑色成分の輝度値及び青色成分の輝
度値）。
【００２４】
　その後、区画された各理論的な画素ユニットの色分量に基づき、各画素ユニットの各サ
ブ画素の輝度値を算出する。以下に、赤色サブ画素を例として、各サブ画素の輝度値を算
出するための方法を説明する。
【００２５】
　先ず、算出されるサブ画素（例えば、赤色サブ画素Ｆ３）に、該サブ画素の中心を中心
とし、該サブ画素と同行又は同列であり且つ同じ色を有する隣接的なサブ画素（例えば、
赤色サブ画素Ｆ３の上部の赤色サブ画素Ｆ２）の中心と該サブ画素の中心とのラインの中
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間点を夫々４つの頂点とするひし形サンプリング領域を区画する。図６において、赤色サ
ブ画素Ｆ３のひし形サンプリング領域の４つの頂点が小さな丸で例示的に示された。
【００２６】
　次に、各理論的な画素ユニットと該サブ画素のひし形サンプリング領域との重なり面積
と、該ひし形サンプリング領域の面積との比を、該サブ画素のひし形サンプリング領域に
対する該理論的な画素ユニットの面積割合として算出する。例えば、赤色サブ画素Ｆ３の
ひし形サンプリング領域と７つの理論的な画素ユニットとは、夫々、赤色サブ画素Ｆ３の
左上方、左下方、上方、下方、左側及び右側の理論的な画素ユニット及び赤色サブ画素Ｆ
３を覆う理論的な画素ユニットである重なり部分を有する。図７において、赤色サブ画素
Ｆ３のひし形サンプリング領域に対する各理論的な画素ユニットの面積割合は、マトリッ
クスの形式で示された。同じ方式で、図７に示されたように、各赤色サブ画素Ｆ１乃至Ｆ
７の面積割合マトリックスが算出される。注意すべきことは、サブ画素は画素アレイの縁
部又は角部に位置するとき、該サブ画素のひし形サンプリング領域は完全なひし形ではな
く、ひし形サンプリング領域に対する理論的な画素ユニットの面積割合を算出するときに
、ひし形サンプリング領域の（完全なひし形の面積ではなく）実際の面積で算出すべきこ
とである。また、図７に示された各面積割合マトリックスにおいて、算出された各面積割
合に四捨五入を行う。
【００２７】
　その後、該サブ画素のひし形サンプリング領域に対する各理論的な画素ユニットの面積
割合に、該サブ画素と同じ色の該理論的な画素ユニットの色分量を掛けて得られる各積の
和を該サブ画素の輝度値とする。例えば、赤色サブ画素Ｆ３の輝度を算出するとき、赤色
サブ画素Ｆ３の左上方の理論的な画素ユニットの赤色分量（即ち、赤色成分の輝度値）に
面積割合０．０１を掛け、赤色サブ画素Ｆ３の上方の理論的な画素ユニットの赤色分量に
面積割合０．１２を掛け、赤色サブ画素Ｆ３の左側の理論的な画素ユニットの赤色分量に
面積割合０．２１を掛け、赤色サブ画素Ｆ３の右側の理論的な画素ユニットの赤色分量に
面積割合０．０５を掛け、赤色サブ画素Ｆ３の左下方の理論的な画素ユニットの赤色分量
に面積割合０．０１を掛け、赤色サブ画素Ｆ３の下方の理論的な画素ユニットの赤色分量
に面積割合０．１２を掛け、且つ、赤色サブ画素Ｆ３を覆う理論的な画素ユニットの赤色
分量に面積割合０．４８を掛けることにより算出された各積の和を、赤色サブ画素Ｆ３の
輝度値とする。
【００２８】
　図３ａ乃至図３ｃは、本発明のもう一つの実施例に基づいた画素アレイにおける画素ユ
ニットの概略図である。図３ａ乃至図３ｃに示されたように、各サブ画素の横縦比は１：
２である。各理論的な画素ユニットは横方向で２個のサブ画素を覆うことに対し、横方向
に隣接する３つごとの理論的な画素ユニットは６個のサブ画素、即ち２個の画素ユニット
を覆う。これにより、本発明に基づいた駆動方法を用いて画素アレイを駆動するとき、横
方向における解像度を１．５倍に高めるという表示効果は達成される。
【００２９】
　図４ａ乃至図４ｆは、本発明の他の実施例に基づいた画素アレイにおける画素ユニット
の概略図である。図４ａ乃至図４ｆに示されたように、各サブ画素の横縦比は１：１であ
る。各理論的な画素ユニットは横方向で１個のサブ画素を覆うことに対し、横方向に隣接
する３つごとの理論的な画素ユニットは３個のサブ画素、即ち１個の画素ユニットを覆う
。これにより、本発明に基づいた駆動方法を用いて画素アレイを駆動するとき、横方向に
おける解像度を３倍に高めるという表示効果は達成される。
【００３０】
　前文において、３つの色のサブ画素を含む画素アレイが説明されたにもかかわらず、当
業者に理解できるように、画素アレイは４つの色のサブ画素を含んでもよい（例えば、赤
色、緑色、青色及び白色）。
【００３１】
　理解できるように、上記の実施形態は、本発明の原理を説明するために用いられる例示
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的な実施形態に過ぎず、本発明はこれに限らない。本分野における通常の技術者は、本発
明の精神及び実質に背かない状況で、様々な変型及び改善をすることができる。これらの
変型及び改善も本発明の保護範囲と見なす。

【図１】

【図２ａ】

【図２ｂ】

【図２ｃ】

【図２ｄ】

【図３ａ】



(10) JP 2017-536583 A 2017.12.7

【図３ｂ】

【図３ｃ】

【図４ａ】

【図４ｂ】

【図４ｃ】

【図４ｄ】

【図４ｅ】
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